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個
　人
　祈
　祷

一
、厄
年
祓

本
　
厄

四
十
二
歳 

男 

昭
和
四
十
九
年
生

三
十
三
歳 

女 

昭
和
五
十
八
年
生

二
十
五
歳 
男 

平
成
　
三
　
年
生

　
十
九
歳 
女 
平
成
　
九
　
年
生

前
　
厄

四
十
一
歳 

男 

昭
和

五

十

年
生

三
十
二
歳 

女 

昭
和
五
十
九
年
生

二
十
四
歳 

男 

平
成
　
四
　
年
生

　
十
八
歳 

女 

平
成
　
十
　
年
生

後
　
厄

四
十
三
歳 

男 

昭
和
四
十
八
年
生

三
十
四
歳 

女 

昭
和
五
十
七
年
生

二
十
五
歳 

男 

平
成
　
二
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成
　
八
　
年
生

一
、身
祝（
男
女
）

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳 

昭
和

三

十

年
生

古こ

稀き

七
十
歳 

昭
和
二
十
一
年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳 

昭
和

十

四

年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳 

昭
和

十

一

年
生

一
、家
内
安
全
祈
願

一
、商
業
繁
栄
祈
願

一
、合
格
祈
願

一
、安
産
祈
願

一
、初
宮
詣

一
、そ
の
他
諸
祈
願

団
　体
　参
　拝

祈
祷
時
間  

元
旦  

午
前
０
時（
一
番
神
楽
）〜
午
後
五
時
／
二
日
以
降  

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

一
、職
場
安
全
・
商
業
繁
栄
祈
願 

等

◎
初
穂
料
　
二
万
円
よ
り
志
（
お
酒
二
升
を
お
供
え
下
さ
い
）

※
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い

◎
初
穂
料
　
五
千
円
よ
り
志

（
但
し
厄
年
祓
・
身
祝
祈
祷
は
お
酒
・
鏡
餅
等
お
供
え
下
さ
い
）

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳 

昭
和
　
三
　
年
生

　　謹
み
て
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　　
本
年
、
御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・

御
遷
座
百
四
十
年
の
式
年
大
祭
を
斎
行

す
る
に
あ
た
り
、
昨
年
は
記
念
事
業
に
関

わ
る
諸
祭
典
、
神
宮
よ
り
の
鳥
居
の
拝

受
、
崇
敬
奉
賛
会
研
修
旅
行
、
披
露

宴
会
場
（
饗
膳
殿
）
リ
ニュ
ー
ア
ル
な
ど
、

多
く
の
祭
典
・
事
業
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
今
号
は
皆
様
に
多
く
の
話

題
を
見
や
す
く
ご
紹
介
す
べ
く
、
四
ペ
ー

ジ
増
の
編
集
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　　ま
た
表
紙
右
上
段
の
社
紋
は
、
文
献

を
基
に
覆
刻
を
致
し
ま
し
た
。
神
鏡
の
中

に
稲
穂
が
た
わ
わ
に
稔
り
、
ま
さ
に
二
上

神
の
ご
神
徳
の
象
徴
で
す
。

　　皆
様
方
に
と
っ
て
、
今
年
平
成
二
十
七

年
も
射
水
の
大
神
様
の
ご
加
護
を
頂
か
れ

ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
ら
む
こ
と
を
衷

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

発
　
行
　
射
水
神
社

発
行
日
　
平
成
二
十
七
年
一
月

発
行
所
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L
　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X
　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所
　
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
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新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
七

年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で

皇
室
の
弥
栄
と
崇
敬
奉
賛
会
・
崇
敬
者
各
位
の
ご

繁
栄
・
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
、
当
神
社
の
事
に
つ
き
ま
し
て
ご
協

力
・
ご
理
解
を
戴
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
富
山
県
に
生
ま
れ
育
っ
た
我
々
の
祖

先
は
、
悠
久
の
昔
か
ら
、
二
上
の
地
に
い
ち
早

く
住
み
つ
き
、
二
上
山
と
射
水
川
の
自
然
に
恵
ま

れ
て
農
耕
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

生
活
の
中
か
ら
越
中
文
化
を
育
み
、
次
第
に
信
仰

を
い
だ
い
て
、
射
水
神
社
の
御
祭
神
「
二
上
神
」

を
崇
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
国
家
統

一
が
進
む
に
伴
い
、
当
神
社
は
国
家
の
尊
崇
の
対

象
と
な
り
、
や
が
て
越
中
最
貴
、
唯
一
の
名
神
大

社
と
な
り
ま
し
た
。
正
史
に
よ
れ
ば
、
今
よ
り

千
三
百
四
十
年
前
に
朝
廷
よ
り
の
奉
幣
に
与
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
は
、
四
季
折
々
に
彩
り
を
醸
し
出

し
、
心
を
和
ま
せ
、
高
岡
市
民
を
は
じ
め
、
県
民

の
憩
い
の
場
で
あ
る
高
岡
城
跡
の
高
岡
古
城
公
園

に
当
神
社
が
遷
座
さ
れ
て
以
来
、
百
四
十
年
の
式

年
の
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
高
岡
城
跡
が
古
城
公

園
と
し
て
、
公
園
条
令
に
よ
り
公
園
に
指
定
さ
れ

て
よ
り
、
同
じ
く
百
四
十
年
を
迎
え
、
今
春
、
国

の
史
跡
に
認
可
を
受
け
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

今
や
神
社
と
公
園
は
人
々
の
〝
心
の
拠
り
所
〟
と

し
て
不
可
分
の
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
三
月
に
は
待
望
さ
れ
た
北
陸
新
幹
線
が

開
業
し
、
多
く
の
人
の
流
れ
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
折
し
も
、
当
神
社
で
は
、
今
年
九
月
に
十

年
に
一
度
の
式
年
大
祭
を
控
え
て
お
り
、
と
り
わ

け
、
大
神
様
の
由
縁
の
地
で
あ
り
ま
す
二
上
山
へ

の
神
輿
渡
御
を
中
心
と
し
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
記

念
奉
納
行
事
な
ど
、
三
日
間
に
亘
り
賑
々
し
く
斎

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
一
昨
年
、
私
た
ち
日
本
人
が
総
氏
神
と
親

し
み
奉
る
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
御
社
殿
や
御
装
束

神
宝
の
す
べ
て
を
二
十
年
に
一
度
一
新
し
、
よ
り

い
っ
そ
う
の
神
様
の
お
力
を
戴
き
、
〝
日
本
の
甦

り
〟
と
も
言
う
べ
き
「
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
十
一

日
、
こ
の
度
の
式
年
遷
宮
で
譲
与
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
外
宮
板
垣
北
御
門
の
鳥
居
を
拝
受
致
し
、

か
ね
て
当
社
に
存
在
し
て
い
た
大
嘗
宮
御
下
賜
鳥

居
の
復
元
と
し
て
、
今
春
ま
で
に
参
道
中
程
に
再

建
を
致
す
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
記
念
事
業
と
し
て
、
参
拝
者
の
増
加

に
伴
い
、
い
さ
さ
か
狭
小
と
な
っ
た
境
内
の
手
水

舎
水
鉢
（
木
舟
町
奉
納
、
朋
信
社
周
旋
）
を
本
殿

近
く
の
翼
廊
に
移
設
し
、
昇
殿
参
拝
者
の
利
用
に

供
し
ま
す
。

　
境
内
の
手
水
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
御

神
木
の
紅
梅
の
傍
に
本
殿
や
拝
殿
な
ど
神
域
と
調

和
の
と
れ
た
神
明
造
り
の
殿
舎
と
す
べ
く
、
専
門

家
の
意
見
を
交
え
、
鋭
意
、
検
討
を
進
め
、
昨
年

十
一
月
十
三
日
に
記
念
事
業
起
工
奉
告
安
全
祈
願

祭
並
び
に
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、
諸
事
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
は
、
天
地
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る

微
少
な
生
命
を
以
て
廻
転
す
る
大
地
の
音
さ
え
聴

き
得
ぬ
愚
鈍
を
以
て
、
十
年
後
の
変
化
を
予
測
し

た
り
、
神
意
を
恢
弘
し
た
り
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
唯
一
身
に
具
有
す
る
精
根
を
傾
け
て

世
の
中
の
平
ら
ぎ
に
捧
げ
る
こ
と
が
神
意
に
も
副

い
、
す
め
み
ま
の
大
御
心
を
靖
ん
じ
奉
る
の
が
使

命
で
あ
る
と
神
職
一
同
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
度
の
式
年
大
祭
に
む
け
て
、
崇

敬
奉
賛
会
が
企
画
し
ま
し
た
諸
事
業
に
協
賛
・
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

射
水
神
社
宮
司
　
松

本

正

昭

す
め
み
ま
の
大
御
心
を
靖
ん
じ
奉
る
た
め
に

年
頭
の
ご
挨
拶

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
家
族

お
揃
い
で
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
、
平
成
二
十
六
年
は
、
長

年
に
亘
り
、
当
神
社
に
尽
く
し
て

来
ら
れ
た
綿
貫
武
崇
敬
奉
賛
会
名

誉
会
長
が
百
歳
を
超
え
る
天
寿
を

全
う
さ
れ
ま
し
た
。
寂
し
さ
の
中

に
も
、
穴
田
甚
朗
新
会
長
、
松
本

正
昭
宮
司
の
も
と
、
新
た
な
前
進

を
誓
い
合
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
明
け
て
二
十
七
年
は
、
北
陸

新
幹
線
開
業
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
二
上
山
麓
へ
の
御
鎮
座

千
三
百
四
十
年
、
高
岡
城
本
丸
跡

へ
の
御
遷
座
百
四
十
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
荻
布
精
一
実
行
委
員

長
始
め
皆
さ
ん
の
篤
志
に
よ
り
、

九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）
に

予
定
さ
れ
る
式
年
大
祭
並
び
に
記

念
事
業
を
意
義
深
く
挙
行
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
神
社
拝
殿
前
に
か

つ
て
存
在
し
た
鳥
居
の
復
元
に
向

け
て
、
神
宮
司
庁
に
伊
勢
神
宮
式

年
遷
宮
時
の
古
材
払
い
下
げ
の
願

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
程
、

神
宮
外
宮
の
板
垣
北
御
門
（
鳥
居
）

譲
与
を
お
認
め
頂
き
、
早
速
、
松

本
宮
司
、
穴
田
会
長
ほ
か
関
係
者

で
伊
勢
に
参
宮
し
て
材
を
受
け
取

り
、
次
い
で
起
工
奉
告
安
全
祈
願

祭
を
無
事
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　
高
岡
の
鎮
守
の
杜
で
あ
る
古
城

公
園
に
所
存
す
る
射
水
神
社
の
隆

盛
は
、
す
な
わ
ち
街
の
発
展
を
映

す
鏡
で
も
あ
り
ま
す
。
一
連
の
事

業
を
通
じ
て
御
神
徳
に
報
い
、
さ

ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
に
務
め
て

参
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
の
、
国
、
県
、
ま
た
、

高
岡
の
町
々
里
々
の
弥
栄
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

崇敬奉賛会総裁

橘 慶 一 郎

街
の
発
展
を
映
す
鏡

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご
家

族
お
揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
二
月
、
射
水
神
社
崇
敬
奉

賛
会
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

綿
貫
武
殿
の
後
任
と
し
て
会
長
に

任
ぜ
ら
れ
、
早
い
も
の
で
一
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

橘
慶
一
郎
総
裁
は
じ
め
崇
敬
奉
賛

会
役
員
、
会
員
各
位
な
ら
び
に
松

本
宮
司
や
神
社
関
係
の
皆
様
に
は

格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
わ
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
射
水
神
社
は
今
年
鎮
座

千
三
百
四
十
年
、
二
上
の
地
か
ら

古
城
の
杜
へ
遷
座
さ
れ
百
四
十
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
御
神

徳
に
報
い
る
為
、
一
昨
年
「
式
年

大
祭
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
九
月
十
六
日
に
御
遷
座
当
日
祭
、

二
十
一
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、

式
年
大
祭
・
慶
賀
祭
・
稚
児
社
参
や

神
輿
渡
御
等
の
奉
祝
行
事
を
執
り

行
い
、
記
念
事
業
と
し
て
手
水
舎
の

移
転
新
築
な
ど
を
計
画
致
し
ま
し

た
。
崇
敬
奉
賛
会
会
員
は
じ
め
多

く
の
崇
敬
者
、
市
民
の
皆
様
に
物
心

両
面
に
わ
た
り
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
伊

勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
よ
り
古
材

と
な
っ
た
外
宮
の
鳥
居
を
拝
受
す

る
こ
と
に
な
り
、
今
年
の
春
頃
に

は
拝
殿
手
前
に
立
派
な
鳥
居
が
建

立
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
が
開
業

し
、
古
城
公
園
は
高
岡
城
址
と
し

て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
射
水
神
社
の
御
神
威
も
あ
ら
た

か
に
全
県
下
は
も
と
よ
り
、
高
岡

が
益
々
発
展
致
し
ま
す
と
と
も
に
、

崇
敬
奉
賛
会
各
位
の
弥
栄
を
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

崇敬奉賛会会長

穴 田 甚 朗

式
年
大
祭
の
大
盛
会
を
願
っ
て
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式
年
大
祭
― 

起
工
奉
告
安
全
祈
願
祭
・
地
鎮
祭
を
斎
行 

―

　
平
成
二
十
七
年
秋
に
斎
行
さ
れ
る
式
年
大
祭

を
奉
祝
す
る
記
念
事
業
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま

し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
、
崇
敬
奉
賛
会
役
員
、
施
工

に
あ
た
る
各
業
者
が
参
列
し
、
社
殿
に
て
記
念

事
業
起
工
奉
告
安
全
祈
願
祭
が
、
引
き
続
き
、

境
内
の
新
手
水
舎
予
定
地
の
幄
舎
内
に
て
地
鎮

祭
が
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
鎮
祭
で
は
神
籬
に
射
水
大
神
と
大
地
主
大

神
を
お
招
き
し
、
敷
地
清
祓
と
散
供
の
後
、
穴

田
会
長
が
草
刈
初
、
穿
初
と
し
て
日
本
建
築
工

芸
設
計
事
務
所
が
鍬
入
れ
、
森
田
建
設
株
式
会

社
が
鋤
入
れ
、
宮
司
が
鎮
物
埋
納
の
儀
を
そ
れ

ぞ
れ
奉
仕
し
ま
し
た
。

　
特
に
「
鎮
物
」
の
桐
箱
内
に
は
、
〝
金
属
製

の
人
像
、
鏡
、
刀
子
、
鉾
、
盾
〟
等
と
と
も
に
、

当
社
が
越
中
総
鎮
守
一
宮
と
の
故
に
よ
り
、

「
日
本
の
渚
百
選
」
で
も
あ
る
下
新
川
郡
朝
日

町
の
ヒ
ス
イ
海
岸
と
称
さ
れ
る
宮
崎
・
境
海
岸

よ
り
採
取
さ
れ
た
〝
五
色
の
小
石
〟
、
ま
た
海

越
し
に
立
山
連
峰
が
望
ま
れ
る
氷
見
市
小
境
海

岸
の
〝
清
砂
〟
が
越
中
国
の
東
西
域
と
し
て
崇

敬
者
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

第一鳥
居
の
復
元

― 

伊
勢
の
神
宮
よ
り
譲
与 

―

　
式
年
大
祭
の
記
念
事
業
と
し
て
社

殿
前
に
檜
製
の
鳥
居
が
再
建
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
、
昭

和
天
皇
即

位
の
礼
、

大
嘗
祭
に

あ
た
り
下
附
さ
れ
た
神
明
型
檜
材
の

鳥
居
一
基
が
第
一
鳥
居
と
し
て
拝
殿

前
に
建
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
式
年
大
祭
記
念
事

業
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
秋
に

伊
勢
の
神
宮
で
国
民
総
奉
賛
の
も

と
に
斎
行
さ
れ
た
第
六
十
二
回
神

宮
式
年
遷
宮
に
よ
り
、
こ
の
た
び

豊
受
大
神
宮
板
垣
北
御
門
を
特
別

に
譲
与
戴
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の

御
門
は
中

心
と
な
る

御
正
宮
の

奥
に
位
置

し
、
日
別

朝
夕
大
御

饌
祭
と
し

て
御
饌
殿
へ
と
通
じ
る
唯
一
の
鳥

居
で
す
。

　
十
一
月
十
一
日
、
宮
司
、
穴
田

会
長
、
荻
布
実
行
委
員
長
、
立
野

井
副
実
行
委
員
長
が
参
宮
。
外
宮

に
て
御
垣
内
特
別
参
拝
の
後
、
亀

田
神
宮
禰
宜
に
よ
り
神
域
内
を
ご

案
内
頂
き
、
神
楽
殿
に
て
奉
賽
の

御
神
楽
を
奉
奏
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
神
宮
山
田
工
作
所
に

て
古
材
を
譲
与
頂
き
、
当
社
よ
り

持
参
の
菊
花
御
紋
の
社
名
旗
、
御

旗
、
御
幕
と
と
も
に
、
高
岡
水
産

物
市
場
、
高
岡
青
果
市
場
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
献
納
さ
れ
た
高
張
提
灯
で

装
飾
致
し
ま
し
た
。

　
運
転
席
に
は
特
別
に
奉
製
さ
れ

た
射
水
神
符
を
奉
斎
し
、
御
用
材

は
衣
食
住
全
て
の
産
業
の
守
り
神

で
あ
る
豊
受
大
神
宮
か
ら
日
本
人

の
総
氏
神
と
尊
崇
す
る
皇
大
神
宮

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
戦
前
は
皇

居
前
を
起
点
と
す
る
国
道
一
号
線

で
あ
っ
た
宇
治
橋
前
を
御
用
材
が

一
巡
、
神
都
伊
勢
よ
り
越
中
の
国

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

古
儀
復
興

― 

雌
雄
の
鮭
を
両
宮
へ
献
納 

―

　
鳥
居
譲
与
に
際
し
、
富
山
県
庄
川

産
の
雌
雄
一
対
の
生
鮭
が
外
宮
と
同

様
に
内
宮
の
神
楽
殿
に
そ
れ
ぞ
れ
献

納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
神
宮
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
る
「
伊
勢
大
神
宮
神
領

注
文
」
皇
太
神
宮
建
久
已
下
古
文
書

に
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
八
月
「
御

贄
鮭
百
、
生
鮭
百
五
十
隻
」
を
供

進
し
た
「
伊
水
御
厨
内
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で

す
。『
富
山
県
史
』
通
史
編
Ⅱ
中
世
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
射
水
郡
内
の
伊
勢

神
宮
領
と
当
社
の
関
連
に
つ
い
て
も

予
て
よ
り
指
摘
さ
れ
、「
往
古
か
ら
の

神
領
と
さ
れ
る
十
八
か
所
に
、
日
本

海
側
で
は
た
だ
一
か
所
伊
水
御
厨
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
水
御

厨
の
由
緒
の
重
要
性
を
う
か
が
わ
せ

る
こ
と
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
伊
勢
の
神
宮
と
越
中
国

と
の
関
り
の
古
儀
復
興
と
し
て
い
み

づ
協
賛
会
よ
り
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

草刈初を行う穴田会長

鎮物を埋納する宮司 敷地清祓と散供

埋納された鎮物新手水舎完成予想図

▲富山新聞（平成26年11月13日掲載）

▲北日本新聞（平成26年11月12日第一面掲載）
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十
一
月
二
十
三
日
、
当
神
社
四

大
祭
の
一
つ
で
あ
る
新
嘗
祭
（
現

在
は
国
民
の
祝
日
「
勤
労
感
謝
の

日
」
）
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
典
は
、
今
年
の
五
穀
豊

穣
・
生
業
繁
栄
に
感
謝
す
る
お
祭

り
で
、
宮
中
で
は
天
皇
陛
下
御
親

ら
新
穀
を
奉
ら
れ
ま
す
。
ま
た
神

宮
、
全
国
の
神
社
で
も
斎
行
さ
れ

ま
す
。

　
当
日
は
新
穀
・
神
酒
・
餅
・
海

の
幸
・
山
の
幸
が
供
え
ら
れ
、
皇

室
の
御
安
泰
と
崇
敬
者
各
位
の
更

な
る
弥
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
奥
の
御
前
」
と
は
、
二
七
四

ｍ
の
二
上
山
頂
に
鎮
座
さ
れ
る
日

吉
社
を
指
し
ま
す
。

　
九
月
二
十
二
日
、
爽
や
か
な
風

吹
く
秋
空
の
も
と
、
恒
例
の
秋
祭

り
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
登
拝
者
の
皆
様
と
祠

や
、
そ
の
周
辺
を
清
掃
、
祭
典
で

は
、
巫
女
に
よ
る
「
末
広
の
舞
」

が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
上
山
に
鎮
ま
る
神
々
へ
の
変

わ
る
こ
と
の
な
い
尊
崇
の
念
が
息

づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
次
第

で
す
。

　
恒
例
の
研
修
旅
行
は
、
十
月
七

日
よ
り
一
泊
二
日
の
行
程
で
行
わ

れ
、
丹
後
国
一
宮
、
元
伊
勢
の
籠

神
社
を
正
式
参
拝
。
二
日
目
に
は

但
馬
国
一
宮
の
出
石
神
社
を
参
拝

後
、
越
中
高
岡
の
山
町
筋
・
金
屋

町
と
同
じ
く
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

る
出
石
城
下
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
一
同
は
、
故
郷
発
展
へ

の
手
掛
り
を
得
つ
つ
、
無
事
に
帰

社
し
ま
し
た
。

　
国
技
で
あ
る
大
相
撲
の
秋
巡

業
、
北
陸
新
幹
線
「
新
高
岡
駅
」

開
業
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た
高

岡
場
所
の
安
全
祈
願
祭
は
、
八
月

一
日
、
実
行
委
員
会
会
長
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
ご
参
列
の
も
と
、
当

社
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
伏
木
相
撲
甚
句
会
よ

り
は
、
「
鳳
凰 

鳴
く
か
や 

古
城

の
園
は
」
「
射
水
の
杜
に
」
と
詠

ま
れ
る
創
作
相
撲
甚
句
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭

奥
の
御
前
で秋

祭
り

　
高
岡
市
護
国
神
社
の
秋
季
例
大

祭
は
、
十
月
二
十
二
日
に
献
幣
使
・

慰
霊
会
会
長
・
ご
遺
族
の
皆
様
方

の
参
列
を
賜
わ
り
、
高
岡
・
新
湊

支
部
神
職
の
奉
仕
に
よ
っ
て
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
高
岡
城
二
の
丸
、
椿
山
に
鎮

座
さ
れ
て
い
る
護
国
神
社
は
、

三
五
七
六
柱
の
ご
英
霊
の
御
霊
を

お
祀
り
し
て
お
り
、
朝
夕
の
お
参

り
も
絶
え
ず
、〝
高
岡
の
守
り
神
〟

と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
大
小
様
々
な
飾
り
が
街
中
を
華

や
か
に
彩
る
「
高
岡
七
夕
ま
つ
り
」

は
、
八
月
一
日
よ
り
七
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
最
終
日
に
当
神

社
で
七
夕
短
冊
焼
納
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
平
成
二
十
四

年
よ
り
新
た
に
始
め
ら
れ
、
当
日

は
市
内
の
園
児
た
ち
が
星
形
の
短

冊
に
〝 

願
い 

〟
を
込
め
、
笹
を
手

に
元
気
な
声
で
童
謡
「
た
な
ば
た

さ
ま
」
を
神
様
に
奉
納
し
ま
し
た
。

高
岡
市
護
国
神
社

秋
季
例
大
祭

七
夕
短
冊
焼
納
祭

祭
事
暦 

（
下
半
期
）

8
月
1
日

　

大
相
撲
高
岡
場
所

　
　
　
　

  

安
全
祈
願
祭

8
月
7
日

　

七
夕
短
冊
焼
納
祭

8
月
16
日  

土
俵
祭

8
月
27
日  

諏
訪
社
例
祭

9
月
16
日  

秋
季
大
祭

9
月
22
日  

日
吉
社
秋
祭

9
月
23
日  

秋
季
皇
霊
祭

9
月
28
日  

院
内
社
秋
祭

10
月
1
日
〜
11
月
30
日

　

七
五
三
ま
つ
り

10
月
7
日
・
8
日

　

崇
敬
奉
賛
会
研
修
旅
行

10
月
17
日

　

神
嘗
祭
遙
拝
・
奉
祝
祭

10
月
22
日

　

高
岡
市
護
国
神
社

　
　
　
　

 

秋
季
例
大
祭

11
月
3
日  

明
治
祭

11
月
13
日

　

記
念
事
業
起
工
奉
告

　

安
全
祈
願
祭

　

並
び
に
地
鎮
祭

11
月
23
日  

新
嘗
祭

12
月
22
日  

冬
至
祭

12
月
23
日  

天
長
祭

12
月
25
日

　

煤
拂
祭

　

神
符
守
札
奉
製
入
魂
祭

12
月
29
日  

年
越
大
祓

12
月
31
日  

除
夜
祭

毎
月
1
日  

朔
日
祭

　
　

23
日  

月
次
祭

第
五
回

崇
敬
奉
賛
会
研
修
旅
行

大
相
撲
高
岡
場
所
の

安
全
を
祈
願

祓いを受ける奉仕神職笹を手に、元気に「たなばたさま」を奉唱

「豊栄の舞」を奉奏「末広の舞」を奉奏

日本三景の１つ、天の橋立を背景に創作相撲甚句を奉納・披露する歌い手
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饗膳殿
高
岡
が
誇
る
伝
統
工

芸
の
技
術
で
色
付
け

が
さ
れ
た
看
板
。

式
場
見
学
の
た
め
に

来
社
し
た
二
人
だ
け

に
渡
さ
れ
る
特
別
な

「
幸
ひ
守
」
。

〜
日
本
古
来
の
美
に
彩
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
本
格
和
婚
と
心
温
ま
る
披
露
宴
〜

よ
り
魅
力
的
な
空
間
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
!!

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

平
成
二
十
六
年

文
　
月　
七
月
挙
式

森　

永　

健　

太
・　

綾

米　

田　

祐　

司
・
奈
津
子

高　

田　

輝　

之
・　

恵

髙　

木　

謙
太
郎
・
彩　

佳

稲　

場　

真　

志
・
恵　

子

畑　

田　

祐　

樹
・
千
佳
子

山　

道　
　
　

衛
・
好　

栄

葉
　
月　
八
月
挙
式

ト
ン
シ
ュロ
ー
・
ブ
レ
ー
ズ
・
恭　

子

長
　
月　
九
月
挙
式

白　

瀬　

彰　

久
・
香　

織

黒　

田　

大　

成
・
千　

里

釣　
　
　

翔　

太
・
有　

香

清　

田　

誉　

士
・
育　

恵

本　

田　

亮　

介
・
ま
ど
か

米　

澤　

祐　

紀
・
泰　

香

小　

山　

清　

史
・
美　

香

神
無
月　
十
月
挙
式

広　

岡　

祐　

樹
・
三　

称

関　

谷　

大　

輔
・
知　

子

高　

林　

慎　

二
・
し
の
ぶ

釣　
　
　

剛　

介
・
淳　

子

能　

松　

庄　

平
・
美　

佳

中　

條　

直　

樹
・
悦　

子

上　

村　

文　

則
・
淳　

美

大　

塚　

俊　

也
・
真
璃
安

茅　

原　

智　

志
・　

愛

仲　

谷　

巧　

正
・
真
那
美

谷　

内　

敏　

博
・
未　

華

紫　

藤　

達　

也
・
ゆ
か
り

宮　

林　

昌　

英
・　

愛

小　

尾　

孝　

秀
・
桃　

佳

久　

保　

鉄　

平
・
誠　

子

大　

谷　

寛　

和
・
理　

恵

沖　

崎　

将　

也
・
美　

希

霜
　
月　
十
一
月
挙
式

竹　

内　

哲　

司
・
理　

奈

高　

塚　

祐　

輔
・
美
乃
利

舟　

木　

公　

一
・
尚　

子

金　

城　

祥　

平
・
あ
ゆ
み

表　
　
　

達　

也
・
聖　

子

太　

田　

悠　

史
・　

優

大　

石　

拓　

哉
・
梨　

絵

竹　

内　

康　

浩
・
真
利
恵

稲　

垣　

賢　

一
・
友　

見

北　

川　

博　

志
・
匡　

美

金　

谷　

庸　

平
・
千　

佳

浦　

田　

敏　

志
・
佳　

恵

中　

山　

達　

也
・
知　

子

駒　

田　

岳　

史
・　

瞳

大　

田　

浩　

貴
・
千　

尋

松　

本　

達　

也
・
祐
美
子

寺　

石　

友　

哉
・
朋　

美

手　

林　

昌　

朗
・
聡　

子

四
津
川　

俊　

平
・
依　

希

髙　

澤　

勇　

也
・　

瞳

谷　

口　

拓　

哉
・
み
づ
き

藤　

岡　

勇　

人
・
亜　

希

趣の異なる大小さまざまなバンケットには、

少人数でのお食事会から大人数での披露宴まで

様々なニーズに対応できます。

和装はもちろん、洋装も映える

シックな内装の披露宴会場は、

“お二人の最高の1日”を演出します。瑞
重
陽

披露宴会場のすぐ横には

ブライズルーム。

お色直しや、撮影スポットと

しても最適。

中庭を望むロビーは

自然光が降り注ぐ開放的な場所。

表情豊かな庭園を望むホワイエと和と洋が融合した披露宴会場は

上質で洗練され、大切なゲストをおもてなしします。

組子「麻の葉」を使った照明を取り入れ

柔らかな空間を造り出します。
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㉑
式し

き
ね
ん
た
い
さ
い

年
大
祭
斎
行
の
こ
と

　（
そ
の
一
）

　
式
年
祭
と
は
、
決
め
ら
れ
た
期
間
ご

と
に
行
わ
れ
る
祭
祀
の
こ
と
で
あ
る
。

　
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
平
成
二
十
五

年
十
月
に
、
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮

の
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
式
年
遷

宮
は
、
二
十
年
に
一
度
、
社
殿
を
建

て
替
え
、
御
装
束
神
宝
も
新
た
に
造

り
替
え
て
、
神
さ
ま
に
新
宮
へ
お
遷

り
戴
く
と
い
う
、
神
宮
で
最
も
重
要

な
祭
で
あ
り
、
約
千
三
百
年
前
の
飛

鳥
時
代
の
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇

年
）
か
ら
、
連
綿
と
し
て
斎
行
さ
れ

て
い
る
式
年
の
祭
祀
で
あ
る
。
ま
た
、

諏
訪
大
社
は
七
年
ご
と
の
寅
も
し
く

は
申
の
年
に
御
柱
祭
が
行
わ
れ
、
鹿

島
神
宮
、
香
取
神
宮
で
も
十
二
年
ご

と
の
午
の
年
に
、
盛
大
な
神
幸
祭
を

行
っ
て
お
り
、
式
年
祭
は
た
い
へ
ん

大
規
模
で
、
重
視
さ
れ
て
い
る
祭
り

と
い
え
る
。

　
射
水
神
社
は
明
治
四
年
六
月
国
幣

中
社
に
列
格
さ
れ
、
明
治
八
年
九
月

十
六
日
、
高
岡
城
本
丸
跡
の
現
在
地

に
御
遷
座
さ
れ
た
。
同
十
四
年
一
月

拝
殿
が
大
雪
の
為
に
倒
壊
す
る
が
、

翌
十
五
年
五
月
に
再
建
。

　
し
か
し
、
同
三
十
三
年
六
月

二
十
七
日
、
市
街
地
の
六
割
を
焼
き

尽
く
し
た
高
岡
大
火
に
よ
り
社
殿
が

焼
失
。
同
三
十
五
年
八
月
三
十
日
に

本
殿
、
拝
殿
、
神
饌
所
、
社
務
所
等

が
竣
工
し
、
十
月
十
三
日
御
遷
宮
祭

が
斎
行
さ
れ
、
遷
座
後
長
く
途
絶
え

て
い
た
二
上
元
宮
へ
の
神
幸
の
儀
も

こ
の
年
初
め
て
執
り
行
わ
れ
た
。
時

の
檜
垣
富
山
県
知
事
を
会
長
に
推

し
、
各
郡
市
長
を
幹
事
と
し
て
極
め

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　
大
正
二
年
に
は
、
浜
田
富
山
県
知

事
を
総
裁
に
、
鳥
山
高
岡
市
長
が
会

長
と
な
り
、
全
県
下
協
賛
の
も
と
に

遷
座
四
十
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
大
正
天
皇
の
御
大
典
記
念

事
業
と
し
て
市
民
有
志
等
が
高
岡
献

楽
會
を
組
織
し
、
能
楽
殿
を
設
立
せ

ん
と
し
て
寄
付
金
を
募
り
、
大
正
四

年
十
二
月
に
能
楽
殿
が
落
成
し
た
。

　
大
正
十
三
年
の
遷
座
五
十
年
祭

は
、
時
恰
も
、
前
年
に
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
、
国
家
多
難
、
民
心
悪
化

と
い
う
幾
多
の
行
き
詰
ま
り
の
国
情

の
中
、
再
び
建
国
創
世
の

意
識
の
甦
り
が
余
儀
な
く

さ
れ
、
越
中
国
総
氏
神
た

る
射
水
神
社
の
御
祭
神
二

上
大
神
の
御
神
徳
の
宣
揚

こ
そ
我
が
国
運
進
展
の
第

一
義
体
で
あ
る
と
の
機
運

が
高
ま
り
、
伊
東
富
山
県

知
事
を
総
裁
に
、
上
埜
高

岡
市
長
を
会
長
に
推
し
、

全
県
下
に
亘
っ
て
役
員
を

お
き
、
別
に
奉
賛
会
が
組

織
さ
れ
高
岡
全
市
に
委
員

を
設
け
、
官
民
一
致
し
て

三
日
間
に
亘
り
、
神
幸
祭

を
始
め
厳
粛
盛
大
な
記
念

大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
ま

た
、
遷
座
五
十
年
を
記
念

し
て
、
宮
司
高
野
義
太
郎

氏
が
創
建
以
来
の
由
緒
沿
革
を
明
ら

か
に
さ
れ
、
『
射
水
神
社
誌
』
が
編

纂
刊
行
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
に
八
十

年
祭
、
同
三
十
九
年
に
九
十
年
祭
、

同
五
十
年
に
は
百
年
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。

遷座 80 年祭　神幸の儀（右奧に神輿、騎馬は館哲二会長［元県知事］）

『
ふ
る
さ
と

射
水
神
社
』

ご

奉

納

清
原
啓
一
作
　「
雄
鶏
」（
油
絵
） 

壱
点

　
昭
和
二
年
～
平
成
二
十
年
。
洋
画
家
。
砺
波
市
中
野
出

身
。
「
群
鶏
の
画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
る
洋
画
檀
の
重
鎮

で
、
平
成
十
九
年
に
は
、
旭
日
中
綬
章
を
受
章
。
日
本
芸
術

院
会
員
、
日
展
顧
問
、
光
風
会
常
任
理
事
を
務
め
た
。

　
当
神
社
崇
敬
奉
賛
会
員
・
あ
け
ぼ
の
敬
神
講
員
の
藤
川
勝
喜
氏
が
、

十
月
三
十
日
に
来
社
さ
れ
、
奉
納
奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
茲
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

献
灯
「
提
灯
」
ご
奉
納
の
お
願
い

　
当
社
で
は
、
初
詣
並
び
に

年
間
を
通
し
て
の
諸
祭
典
の

折
、
御
社
頭
、
高
岡
古
城
公

園
内
に
提
灯
を
掲
げ
、
賑
々

し
く
参
拝
者
の
み
な
さ
ま
に

ご
参
拝
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
長
年
の

風
雪
に
よ
り
、
使
用
す
る
に

堪
え
な
い
提
灯
が
多
く
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
境
内
の

明
る
さ
、
ま
た
、
更
な
る
御

神
徳
の
昂
揚
を
図
る
べ
く
、

崇
敬
者
（
会
社
・
個
人
・
団

体
）
の
み
な
さ
ま
に
献
灯
提

灯
（
一
張
　
二
万
五
千
円
）

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た

く
、
茲
に
謹
ん
で
ご
案
内
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
を
頂
き
、
ご

奉
納
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

表
面

裏
面

側
面

：

例

※
貴
社
名
・
芳
名
を
お
入
れ
致
し
ま
す

お問合せ　射水神社社務所　☎０７６６‐２２‐３１０４

1011


